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【理念】 
 
患者さまの立場に立ち、その方の終生にわ

たり健康を支え、質の高い診療と心地よい

療養環境を提供します。 

【基本方針】 
 

★ 患者様のニーズと負担を考慮し、適正で効率的な医療を提供します。 

★ 医療スタッフによる十分な説明と患者さまの選択に基づく開かれた医療を進めます。 

★ 地域に根ざし、患者さまに終生かかわり合いを持つ医療を目指します。 

★ 患者さま、職員にとって｢心地よい環境｣の向上に努めます。 
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《 INDEX 》    P．１     表紙  ＜サルビア＞ 

     P．２～３  倉敷けんしんのご案内 

     P．４～５  ＭＲＩ検査の紹介 

                  P．６～７  第17回呼吸器患者教室 

     P．８     ひとりごと ＜病院機能評価を受審して＞ 



倉敷第一病院 広報誌 けんこうだいいち        2025年 第3号 

                               2                          Vol. 135 



倉敷第一病院 広報誌 けんこうだいいち        2025年 第3号 

                               3                          Vol. 135 



倉敷第一病院 広報誌 けんこうだいいち        2025年 第3号 

                               4                          Vol. 135 



倉敷第一病院 広報誌 けんこうだいいち        2025年 第3号 

                               5                          Vol. 135 



倉敷第一病院 広報誌 けんこうだいいち        2025年 第3号 

                               6                          Vol. 135 

 2025年6月3日（火）に17回目の呼吸器患者教室を行いまし

た。2011年に1回目を開催して以降、年1～2回のペースで患者

教室を開いてきましたが、2019年11月12日の患者教室を最後に、

COVID-19の流行、蔓延のため中止を余儀なくされていました。しか

し、この度、席の間隔を空けるなどの感染対策を取りながら、約6年ぶ

りに呼吸器患者教室を無事開催することが出来ました。雨天の中、足

を運んで下さった方、興味を持って下さった入院患者様など12名の方

が参加されました。17回目のテーマは「呼吸器不全患者さんへのリハ

ビリ～呼吸リハビリテーション～」ということで、リハビリテーショ

ン課、理学療法士の藤原が約1時間講演を行いました。内容は肺の役割

や、COPD・間質性肺炎などの病気について学び、さらには運動の必要

性、実際の運動方法や息切れ対策を参加者の方々と学習しました。ク

イズや実際に質問用紙に回答して頂くなど参加型の会であり、多くの

方に満足して頂く結果となりました。 
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 リハビリと聞くと、多くの方が思い浮かべる怪我や病気は「骨折」

や「脳卒中」だと思います。今回、患者教室のテーマとなっている

COPDや間質性肺炎といった呼吸器疾患もリハビリの対象です。しか

し、COPDや間質性肺炎という病気の認知度は低く、聞いたことのない

方が多い…これが現状です。今後も年に数回程度、呼吸器患者教室を

開催していく予定です。息切れに悩んでいる方、呼吸器疾患に興味の

ある方は、是非次回参加して頂ければ幸いです。 
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総院長 坂口 孝作 

病院には大規模な病院もあれば中小の病院もあり、急性期疾患を診療する病

院、高齢者の回復期・慢性期を中心に診療する病院など様々な病院があります。

それぞれの病院はその特性・機能・役割に応じて地域の人々の診療・ケアを行

い、それらの病院が総合的に連携して地域医療が維持されます。従って、それぞ

れの病院は一定の基準で適切に診療・ケアが行われ運営されることが求められま

すが、それを第三者によって客観的に評価される必要があります。 

この目的のために、倉敷第一病院は2025年7月15、16日に公益法人日本医療機能

評価機構による病院機能評価 3rdG: Ver.3.0を受審いたしました。病院機能評価と

は病院の運営管理や診療・ケアについて、日本医療機能評価機構により客観的、

専門的に評価されるものです。審査日当日には、各専門領域（診療、看護、事

務、薬剤、リハビリテーションなど）の知識を有する複数の“サーベイヤー”が

チームで病院を訪問し、病院の日常診療業務を審査します。病院機能評価により

一定の水準を満たした病院は「認定病院」となり、地域に根差し、安全・安心、

信頼と納得の得られる医療・ケアサービスを提供すべく日常的に努力している病

院として評価されます。 

倉敷第一病院では、平成11年（1999年）に第1回目の病院機能評価を受け、それ

以後、平成16年（2004年）、平成21年（2009年）、平成26年（2014年）、平成31

年（2019年）と過去5回定期的に病院機能評価を受けてきました。2020年から始

まった新型コロナウイルス（COVID19）感染の蔓延によりしばらく受審すること

ができませんでしたが、ようやく今年、令和7年（2025年）に6回目の病院機能評

価を受審することができました。 

病院の全てを見ていただき評価を受けるわけですから、準備もそれなりに大変

です。私たちも、今回の病院機能評価の受審は病院の質的改善を図る機会と考

え、2024年の年末から全職員で書類を整理したり、環境を整えたりと努力しまし

た。受審日当日には、第1領域：患者中心の医療の推進、第2領域：良質な医療の

実践1（病院組織として決定された事項の、診療・ケアにおける確実で安全な実

施）、第3領域：良質な医療の実践2（確実で安全な診療・ケアを実践するうえで

求められる機能の各部門における発揮）、第4領域：理念達成に向けた組織運

営、の4つ領域で審査されました。細かい点で指摘事項はありましたが、特に重

大な問題点を指摘されることなく順調に審査を受けることができました。 

正式な結果はまだ公表されていませんが、おそらく順当に評価されると思いま

す。この病院機能評価の受審を介した質改善活動から得られたものもたくさんあ

りました。倉敷第一病院はこうした質改善活動を介して、その時代の地域医療

ニーズに沿った病院診療・ケア提供、運営を今後も継続していきます。 


